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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28年 10 月 28日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので 

お知らせいたします。 

 

記 

 

1 平成 29年 3 月期通期（平成 28年 4 月 1日～平成 29 年 3月 31日）連結業績予想 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高      営 業 利 益 経 常 利 益      
親会社株主に帰属 

する当期純利益 
1株当たり 

当期純利益（円） 

前回発表予想(A)     28,800 370 440 240 37.32 

今回修正予想(B) 29,026 599 689 410 63.83 

増減額(B-A) 226 229 249 170    － 

増減率(%) 0.8% 61.9% 56.6% 70.8% － 

（ご参考）前年実績 
（平成 28年 3月期） 27,379 243 318 264 40.91 

 
 

2 修正の理由 

車両関係事業は、昨年 10 月に発売した新型インプレッサの販売台数が増加し、サービス部門も好調

に推移したため、予想を上回る売上高となる見込みです。 

電機機器事業は、FA関連機器等の売上が落ち込んだものの、計画外の空調設備工事案件を取り込めた

ことにより、ほぼ予想どおりの売上高となる見込みです。 

冷間鍛造事業もほぼ予想どおりでしたが、産業機械事業が予想をやや下回り、これらの結果、売上高

はほぼ前回予想どおりとなる見込みです。 

利益面では、車両関係事業の増収による増益、電機機器事業は空調工事案件の増加による利益率の向

上、産業機械事業で機械の標準化および IT の活用による生産効率向上や、改造工事・部品の売上確

保により利益率が改善したことを要因として、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利

益は前回予想を上回る見込みです。 

 

 

（注）上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の  

業績等は今後の様々な要因によって上記の予想とは異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 

 

 

 


